
○主催講座の事業別実施状況

事業名 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

家庭教育推進事業
（例）
子育て支援講座
親子ふれあい教室
食育講座
思春期親学

青少年健全育成事業
（例）
インリーダー研修
子どもの広場
キッズクッキング
夏休みチャレンジ講座
子ども体験塾

成人学習振興事業
（例）
自然体験講座
エコライフ講座
男の料理教室
パソコン・デジカメ教室

高齢者学習振興事業
（例）
明治青年大学
老壮大学
健康づくり教室
介護予防教室
シニアパソコン教室

地域社会教育推進事業
（例）
市民センターまつり
地域懇談会
学びのコミュニティ関連事業
地域防災教室
社会学級連携事業

民間指導者育成事業
（例）
各種ボランティア育成講座
各種ボランティア活動支援
ジュニアリーダー育成支援

合計 講座数 1,175 910 1,047 1,043 1,040 1,057 1,050 1,037

回数 5,725 3,600 5,617 5,823 6,180 6,034 6,206 5,935

参加者数 340,460 244,524 317,731 330,886 333,079 350,365 369,230 356,612

○市民センター利用者数推移 （単位：人）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

2,859,540 2,000,449 2,831,450 2,939,297 2,974,375 3,039,472 2,997,593 3,008,485

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民センターにおける防災・震災復興関連事業ついて
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参加者数 12,632 7,277 11,819 11,001

回数 1,108 567 1,305 1,236

講座数 172 118 172 155

参加者数 212,436 170,377 200,899 220,680

回数 1,370 1,196 1,634 1,937

講座数 381 401 414 426

参加者数 46,454 24,811 48,977 46,661

回数 729 522 759 750

講座数 85 78 85 85

参加者数 26,425 15,591 19,558 16,147

回数 1,167 606 849 692

講座数 221 110 130 102

参加者数 30,670 20,538 27,800 28,016

回数 878 495 755 904

講座数 201 137 167 194

参加者数 11,843 5,930 8,678 8,381

回数 473 214 315 304

講座数 115 66 79 81
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講座数 構成比 講座数 構成比 講座数 構成比 講座数 構成比 講座数 構成比

1 防災に関する講座 65 31.6% 62 31.6% 66 30.0% 78 39.6% 84 45.4%

2 震災復興に関する講座 79 38.3% 78 39.8% 86 39.1% 57 28.9% 39 21.1%

3
防災に関する講座
         かつ
震災復興に関する講座

62 30.1% 56 28.6% 68 30.9% 62 31.5% 62 33.5%

計 206 196 220 197 185

※「講座数」は，各市民センター（地区館）において，防災や震災復興の講座と位置付けたものを集計したものです

※「講座数」には，老壮大学や事業運営懇談会において防災や震災復興関連の講座や会議を行った場合のものも含まれています

主な事業内容
地域の防災対応力を向上させる事業

 　・防災訓練や防災講座の実施

　（炊き出し訓練，避難所運営ゲーム，避難所開設訓練，簡易トイレ設営等を含む）

防災・減災の意識や知識を向上させる事業

　・地震のメカニズム，実用的な防災グッズ，地域防災計画等を学ぶ講話

　・地域防災についてのシンポジウムの開催

各地域の避難所運営マニュアル策定に向けた支援事業

　・地域団体との防災マニュアルについての情報交換

　・避難所運営マニュアルについて学ぶとともに，課題等の洗い出し

住民が地域の復興について考える事業

　・地域の課題等についての意見交換（地域懇談会）

　・地域資源を再確認し，地域への理解を深める講座

震災等により移転してきた住民との交流をつくる事業

　・誰もが気軽に参加できるコンサート等の開催

　・被災された方からお話を伺ったり交流するサロン等の場の設定

各地域の震災の記憶を記録する事業

　・被災前の地域の伝統等の記録

　・震災の体験や記憶を聞き取った記録集の編纂

震災の経験や教訓等の伝承または発信を行う事業

　・語り部ボランティアの養成

　・復興の様子や被災地の状況のパネル展示

　・地域の復興状況等を記録したかわら版の編集発行

震災後の市民の心を癒し，活力を取り戻す事業

　・コンサートやまつりの開催

　・復興公営住宅の入居者等を対象とした，笑いやヨガ，料理等の講座の実施

市民センターにおける防災・震災復興関連事業の状況（平成25年度実績～29年度）

講座種別
25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
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 平成 29 年度における防災・震災復興関連事業の主な実施例 

青葉区中央市民センター 
事業名 ★記憶、現在そして未来へ 

参加者 どなたでも 延参加者 55 人 

開催日 全 4回  7月 15日（土）、9月 2日（土）、11月 4日（土）、2月 3 日（土） 

協力者・ 

協力団体 
せんだい 3.11メモリアル交流館 

ねらい 震災から 6年が経過し、市民の中に温度差がみられることを受け、忘れてはならない

震災の記憶や未来に向けてのメッセージを発信する。 

概要・成果 せんだい 3.11 メモリアル交流館や震災遺構である仙台市立荒浜小学校を実際に見学

し、震災時の体験をボランティアとして語り継いでいる方たちのお話しを直接聞き交流

した。また、東部沿岸部の被災した田んぼで採れた「稲わら」を使ってわらアートを作

るための「わらシート作り」を体験した。 

最終回では、連携先であるメモリアル交流館を会場に、詩人水月りの氏の詩「虹の翼」

の朗読、写真家大沼英樹氏の写真展を行い、参加者同士の意見の交換も行われた。 

参加した方からは「震災の記憶は決して風化させてはいけない。」「震災遺構の荒浜小

学校を見学し実際に自分の目で見て当時の状況を実感できた。」など多くの感想が出さ

れ、改めて震災の記憶を新たにすることで、市民の中の温度差を埋めるとともに防災意

識を高めることができた。 

また、せんだい 3.11 メモリアル交流館の周知に貢献でき、市民に関心を持ってもら

う一助となった。 

 
旭ケ丘市民センター 
事業名 ★災害につよいまちづくり 

参加者 旭丘小学校区町内会等 延参加者 175人 

開催日 全 8回  4月 20日(木) ～ 3月 15日（木） 

協力者・ 

協力団体 
旭ケ丘連合町内会、旭ケ丘南部連合町内会、旭丘小学校、仙台市科学館 

ねらい 

避難所運営マニュアルに基づき、旭丘小学校区町内会において避難所運営に特化し

た訓練を実施し、これらを基に防災に関する話し合いを地域で継続していく。またこ

の知見を基に次期マニュアル改訂につなげていく機会提供をする。 

概要・成果 

毎年行われる避難所運営訓練は、訓練内容が定番の仮設トイレ組立、発電機始動、

非常用照明、障害者、高齢者対応等だが、年度毎に異動する町内会役員（理事、区長、

班長）にとって初めて経験する方も多い。毎年実施し、避難所運営を一度でも経験す

ることにより地域の防災意識の向上や万が一の際の対応のスキルアップに寄与でき

る。なお、日程は地域の中学生の参加を得るため中総体の振替休日とし 19名の参加を

得た。 
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貝ケ森市民センター 
事業名 ★防災情報発信講座 ～中高生のための防災リーダー講座～ 

参加者 仙台第一中学校生徒、仙台高校防災委員 延参加者 650人 

開催日 全 3回  9月 7日（木）、11月 2日（木）、11月 7日（火） 

協力者・ 

協力団体 

仙台市立第一中学校、仙台市立仙台高等学校、東北福祉大学防災士、仙台市危機管理室

減災推進課、国見消防出張所 

ねらい 「市民協働による地域づくり」を目指し、中高生を対象に「防災リーダー」を養成す

ることを目標にして講座を開催する。 

概要・成果 「中高生のための防災リーダー講座」として防災への意識の向上、地域防災に関わる

きっかけ作りのため、仙台市立第一中学校（1 回）及び仙台市立仙台高等学校（2 回）

で実施した。第一中学校では初めての試みとして、放送室から防災トークを行い全校生

徒がリスナーとして参加する方法をとり、その後の避難訓練に役立てた。仙台高校では

平成 28 年度の同講座をきっかけに設立された「防災委員会」の委員を対象に、仙台市

地震アドバイザーや仙台防災アドバイザーの講話を実施し、防災知識の向上を図った。

アンケート集計結果から、中高生の意識の高さ、そして今後もより多くのこと学び、発

災時にはこの受講経験を活かしたいというたくさんの意見や感想が聞かれたことから、

目的を十分に果たせたと考えている。 

 
宮城西市民センター 
事業名 ★自主防災活動を推進するための「防災・減災学び塾」 

参加者 
熊ヶ根・大手門・下倉の各町内会、 

広陵中学校生徒 
延参加者 322人 

開催日 
全 9回 6月 4日(日)、6月 18 日(日)、6月 25 日(日)、7月 2日(日)、7 月 15日(土)、

7 月 30日(日)、9月 2 日(土)、9月 16 日(土)、10月 7 日(土) 

協力者・ 

協力団体 

熊ヶ根町内会、大手門町内会、下倉町内会、広陵中学校、宮城消防署熊ヶ根出張所、宮

城消防団上愛子分団熊ヶ根部、仙台市公共施設マネジメント推進課 

ねらい 平成 27 年初めに、当市民センター周辺地区は、大規模な土石流の発生が懸念される

と新聞に発表されたが、実際に同年 9 月 11 日の豪雨により大きな被害を受けた。その

影響もあり町内会はじめ地域の住民の中で自然災害に対する警戒心が高まりつつある。

そこで、各町内会と諸団体が協力して防災･減災の知識の習得や避難所運営訓練を体験

することで、災害時には安全に避難し、且つ円滑な地域連携につなげることを目的とす

る。さらに、ＤＩＧ（災害想像力ゲーム、災害図上訓練）や現地調査などのワークショ

ップを開催し、町内会ごとの防災マップを作成する。 

概要・成果 本講座は、全 9 回開催のうち最初の 2回は座学として、災害時に身を守る「自助」に

ついての講話とＤＩＧ、訓練当日のシナリオ作りなどを行った。29 年度の訓練では、

土砂災害を想定し、新たに土のう袋設置訓練や倒壊家屋からの救出訓練などを個別訓練

に加えた。防災マップ作成のためのワークショップは 3 回実施し、現地調査の結果を白

地図上に落とし込み、町内会ごとのマップのデータを作成することができた。 
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田子市民センター 
事業名 ★田子のきずなステーション 

参加者 どなたでも 延参加者 367 人 

開催日 全 18 回  4 月 15 日（土）～3 月 24 日（土） 

協力者・ 

協力団体 
東北医科薬科大学病院 

ねらい センターを情報や人の集まる地域の拠り所とするため、新旧住民がともに田子につい

て学び交流する場を設け、地域を知り新しい仲間をつくるきっかけとする。今年度は、

参加者が田子で活躍する人材へとステップアップし、地域を活性化することを目指す。 

概要・成果 

 

地域医療セミナー 1回、オープンクラス卓球 11回、絵手紙 2 回、写真 3 回、ヨガ 1

回の講座を開催した。ヨガの講座では、今までセンター講座に参加したことのない以前

から田子に住んでいる方々が興味・関心を持って体験し、生涯学習のきっかけづくりの

場として市民センターを知って貰うことができた。写真講座では、地域の歴史ある農家

を撮影することができ、変わりゆく田子の風景の一枚を記録に残すことができた。 

新旧住民が気軽に集い語り合える講座を積み重ねてきた結果、「卓球サポーター 田

子」「絵手紙サークルたご」「田子写真サークル」の 3サークルができた。メンバー同士

活発に意見交換しながら活動を継続し、絵手紙と写真サークルは地域のお祭り『たごっ

子まつり』で作品発表や体験会も行った。卓球サークルは、次年度の卓球の技術アップ

を目指す講座で講師を務める予定である。 

 
若林区中央市民センター 
事業名 ★【出前講座】防災博士に挑戦 

参加者 幼稚園児 小学生 延参加者    435 人 

開催日 全 4回 6月 13 日(火)、10 月 21日(土)、10 月 25日(水)、3月 1 日(木) 

協力者・ 

協力団体 

夢つなぐ実行委員会Ｗａｋｋａ・若林区区民生活課・若林区中央市民センター管轄小

学校・児童館・区民部若林区中央市民センター 

ねらい 学校と連携し子どもたちの災害に対する関心を高め、地震・津波・水害などの災害

に直面した際に、的確な状況を判断ができ、自らの命は自ら守り、さらに周りの人の

ために役立つことができる「防災対応能力」を育むことを目的とする。 

概要・成果 防災学習「ぼうさいダックで学ぶ（災害時の初期行動）・ぼうさいクイズに挑戦・ア

ッパくん体験」を実施した。 

さまざまな災害発生時に、的確な判断により、自らの安全を確保するために行動で

きるための基礎学習になった。アッパくん（胸部圧迫）の体験をすることで、命を繋

ぐ大切さの意識が高まった。 
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若林市民センター 
事業名 みんなでつくる“活気と思いやりのあるまち若林” 

参加者 若林小学校児童及び地域の諸団体・地域住民 延参加者 375人 

開催日 全 5回 5月 23 日(火)、6月 27 日(火)、7月 11 日(火)、10月 31 日(火)、2月 6日(火) 

協力者・ 

協力団体 

若林小学校・若林小学校 PTA・若林地区町内連合会・若林西せせらぎ会・若林地区社会

福祉協議会・民生委員児童委員連絡協議会・日赤奉仕団・若林消防団南材分団・若林地

区婦人防火クラブ連合支部・若林区まちづくり推進課・若林区中央市民センター 

ねらい 若林地区の将来を担う若林小学校の児童を核に、町内会をはじめとする地域の諸団体

と学校、PTA、市民センター等が協働して事業を実施し、地域全体で子ども達の成長を

支援するとともに、本事業を通じて人と人との繋がりや団体と団体との連携をより強固

なものにし、地域コミュニティの充実を図り、若林地区を活気と思いやりのあるまちに

することを目的とする。 

概要・成果 若林小学校の児童と若林西市営住宅の入居者が地域の方々と一緒に花植え作業を行

い、交流し、元気を届ける事業を春・秋 2 回実施した。子ども達には地域の方々との関

わりを通して思いやりの心を芽生えさせる効果があったと考える。また、若林小学校

PTA事業として「親子で防災ゲームｉｎ若林」を開催した。この事業は、小学生を持つ

若い世代が地域活動に参加するきっかけづくりと防災意識の涵養を目的としたもので

ある。開催に当たっては、町内連合会をはじめ、学校近隣の町内会や諸団体の支援のも

と交流を深めながら、改めて自助共助による防災減災対策の必要性を考えてもらうこと

ができた。2 月には、若林西市営住宅に入居する方々が主体となり、復興公営住宅と地

域の方に“花と笑顔と元気”を届けてくれた若林小学校 3年生の児童に歌のプレゼント

をするために「花いっぱい、ありがとうコンサート」を企画した。地域の方々同士の交

流の場にもなり、地域コミュニティの進展に繋がっていくのではないかと考える。 

 
沖野市民センター 
事業名 ★若い力で地域を守る－沖野地区総合防災訓練－ 

参加者 沖野中学校生徒、沖野地区の住民 延参加者 50 人 

開催日 全 1回  10月 21 日（土） 

協力者・ 

協力団体 

沖野地区災害対策委員会（沖野中学校、沖野小学校、沖野東小学校、民生委員児童委員

協議会、沖野老人福祉センター、若林消防署六郷出張所、沖野地区町内会、沖野地区婦

人防火クラブ、若林区保健福祉センター、若林区保護課、若林区まちづくり推進課、若

林区区民生活課、仙台市農業委員会、若林区社会福祉協議会、ＳＢＬ、防災士）、沖野

地域包括支援センター、沖父ちゃん会（沖野東小学校おやじの会） 

ねらい 学校・地域諸団体と緊密な連携を図りながら、市民センターを会場とした防災講座を

実施し地域活動の拠点としてのセンターを地域により一層浸透させていく。中学生を対

象とすることで、地域全体の防災意識の向上を図るとともに未来の地域活動を担ってい

く若い力を育んでいく。 

概要・成果 地域の防災訓練の機会に、心肺蘇生法、ＡＥＤ、車椅子の扱い方、高齢者疑似体験な

ど市民センターが補助避難所として求められる事態を想定し、中学生を主体に福祉的視

点を取り入れた日常でも役に立つ訓練を行った。 

学校、町内会、地域団体とさらに多くの協力を得て開催することができ、これによっ

て地域の防災力の強化に繋がり、市民センターと諸団体の関係もさらに緊密になった。

また、中学生にとっては地域の一員なのだという自覚を促す良い機会となった。 
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西多賀市民センター 
事業名 ★手をつないで考えよう 減災・防災 

参加者 地域住民 延参加者 144人 

開催日 全 3回 6月 17 日(土)、9月 7日(木)、2月 24日(土) 

協力者・ 

協力団体 

女性防災ﾘｰﾀﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸ太白・西多賀地区連合町内会・西多賀地区社会福祉協議会・西多

賀地区民生委員児童委員協議会 

ねらい 西多賀地区連合町内会は、避難所開設準備等に積極的に着手し防災に関する意識が高

く避難所運営マニュアルを利用した勉強会も実施している。しかし、学校区が重なった

地域等があり、広域的な連携が難しいという課題がある。 

そこで、日頃から顔の見える関係で連携・協働できる地域防災ネットワークを作り、

地域の防災団体の減災・防災活動の底上げ・充実を図ることを目的とする。 

概要・成果 講座では、西多賀地域を走る「利府―長町活断層」についてや熊本震災の被害状況を

学んだ。また、地域の白地図を使って防災対策を検討する訓練「DIG」の体験や、活断

層や地域の危険個所・利用できる場所などを話し合い地図上に再現する訓練を行った。

その際、地域の防災リーダーをファシリテーターとして活用し、活躍の場を提供できた

ことは、大きな成果である。 

講座終了後は、完成した各地域の防災マップをセンター内に掲示した。さらに、各町

内会でも同じような体験ができるように、白地図やハザードマップの用意等、減災・防

災に対する地域活動に支援を行っている。 

 
八本松市民センター 
事業名 ★八本松防災リーダー養成講座 

参加者 地域住民 延参加者 83 人 

開催日 全４回 7月 8日（土）、8月 12 日（土）、9月 16 日（土）、10月 14日（土） 

協力者・ 

協力団体 
八本松連合町内会、太白消防署、仙台市障害企画課 

ねらい 東日本大震災後「八本松地域防災サミット」（平成 27 年度より「八本松地域合同防

災会議」と名称を変更）を立ち上げ、会議や合同防災訓練等を、6年間継続してきたが、

避難所のリーダー的役割を担う人材の高齢化への懸念をふまえ、次世代層のリーダー

養成を図る。 

概要・成果 大規模災害時に設置される避難所運営について「SSG仙台発そなえゲーム」を通して

学ぶことができた。また、太白消防署長町出張所署員の方々から機材を使っての救助

救出方法等を受講した。講座の参加者は災害時の実際の対応力を養うことができ、10

月に八本松市民センターと八本松小学校で開催された防災訓練でも活躍した。 
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黒松市民センター 
事業名 ★防災プロジェクト 2017 ～その時わたし達にできること～ 

参加者 
地域住民、八乙女中学校生徒、 

黒松小学校・八乙女小学校児童 
延参加者 2,555 人 

開催日 全 1回  9月 16日（土） 

協力者・ 

協力団体 

八乙女中学校、黒松小学校、八乙女小学校 

黒松市民センター管内連合町内会、管内指定避難所仙台市担当課 

ねらい 東日本大震災を契機に、中学生の力を地域で発揮する場として中学校区の 3 連合町内

会が同日に防災訓練を行っていた。平成 29年度は、いっとき避難場所から指定避難場所

までの一貫した訓練を中学生と地域の大人が一緒にすることで、中学生に地域で貢献で

きる人材としての自覚を促し、地域防災力向上を目指す。 

概要・成果 第 1部：各町内会、マンション別の訓練 

第 2 部：指定避難所（八乙女中学校、黒松小学校、八乙女小学校）に分かれて、中学生

と地域の大人が防災訓練を行った。会場になっている小学校の児童は訓練を見学した。 

中学生が事前に自分の住む地域の情報（いっとき避難所や指定避難所の場所や訓練）を

収集することで、地域防災への関心が高まり、地域の大人と顔の見える関係ができた。 

全体会議を開催し、各単位町内会が事前の理解を深められるようにしたことで、工夫を

訓練に反映することができた。また、全体会で出た意見を基に、町内会に入っていない

等で第 1 部の訓練実施の際に自宅待機となっていた中学生に、指定避難所開設準備など

の新たな訓練の場を指定避難所担当課と共に設定し、自宅待機の生徒のない、より充実

した訓練となった。 

 
 
 



 

高砂市民センター  考えませんか「指定避難所運営」 

高砂市民センター管内の町内会と連携して、地域の住民が主体的に避難所のあり方や、避難ルールを考

え、安心して暮らせる地域づくりを考えます。 
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仙台市市民センターホームページ掲載「講座レポート」より 

http://www.sendai-shimincenter.jp/miyagino/takasago/kouza/report/hmmr2n000002d
2td.html 

第 1 回「せんだい防災ひろば」 ※イベント参加 

（共催：中野ふるさと学校，協力：仙台市立高砂中学校） 

 

日 時：平成 29 年 8 月 27 日(日曜日) 10 時 00 分～15 時 00 分  

会 場：仙台市勾当台公園   ブース来場者：500 名 

内 容：仙台市宮城野区沿岸部における防災・減災について  

    ・取組発表 中野ふるさと学校の活動について 

    ・展 示 沿岸部高砂中学校 防災学習について 

    ・日和山ジオラマ展示を通しての被災状況について解説 

 

〇宮城野区沿岸部には大型の施設が様々あり、訪れた際の「いざという時の対応につい

て」考えて頂ける機会となりました。 

 

＜来場者の声より＞ 

・仙台に住んでいますが、沿岸部ではないのでなかなか身近ではない意識でいました。 

・アウトレットや水族館等行く機会もあるので、避難など知る機会があってよかったで 

す。 

・多くの市民の方に、仙台市宮城野区沿岸部被災地の今や取組について知っていただく

ことができました。 

第 2 回「中学生と避難所運営訓練」 

（連携：仙台市立高砂中学校，共催：高砂市民センター避難所運営委員会） 

 

日 時：平成 29 年 11 月 5 日(日曜日) 10 時 00 分～12 時 00 分  

会 場：高砂市民センター体育館   参加者：98 名 

内 容：指定避難所にある災害用簡易トイレを中学生と一緒に組み立てました。 

 

○地域の方々と「避難所について避難者が知っていてほしい事」についても学び、いざ

というときの為に、中学生とともに地域の皆さんが、避難所について考える機会とな

りました。 

 ○防災訓練と備えの必要性を地域の方が認識し、より地域防災訓練の重要性を認識して

頂けることができました。  
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第 3 回「新米ママの避難術」（共催：高砂児童館） 

 

日 時：平成３０年２月２日（金曜日）10 時３０分～１１時３０分 

会 場：高砂児童館 遊戯室   参加者：22 名 

講 師：総務省消防庁防災アドバイザー 吉田亮一 氏 

内 容：東日本大震災では、救援物資が足りない、泣き声に気を使う、寒い、暑い、避

難所での乳幼児連れ生活の厳しさは大変でした。震災の経験を踏まえた赤ちゃん

連れの避難の仕方、避難所での生活を乗り切る為に知ってほしいこと等を学びま

した。  

・震災の経験を踏まえた赤ちゃん連れの避難の仕方 

    ・避難所での生活を乗り切る為に知ってほしいこと 

 

 ○震災後に親になった方々は、災害を経験しているものの、乳幼児を連れての避難につ

いて改めて考える機会がもて、災害時のしっかりした備えを学ぶ良い機会となりまし

た。児童館との共催で、地域の乳幼児を待つ親子に声掛けしていただくなど、より対

象者に沿った講座がおこなうことができました。乳幼児を連れての避難という設定で

したので、同室講義形式をとりました。保護者の皆さんは、とても熱心に抗議を受け

ていらっしゃいました。いざという時は、自ら声を上げ、環境を作る大切さを実感し

ておられました。 

第 4 回「女性の視点で避難所運営を考える」(協力：高砂地区婦人防火クラブ・宮城野消防署高砂分署)  

 

日 時：平成 30 年２月１６日(金曜日) 10 時 30 分～11 時 30 分 

会 場：高砂市民センター会議室  参加者：22 名 

講 師：ＳＯＮＥ仙台防災研究所 古橋信彦 氏 

内 容：３．１１避難所運営その実情と運営について 

実際に運営に携わる者の行動 

ワークショップ新防災ゲーム「活動班（Ｋ）イメージ（Ｉ）トレーニング（Ｔ）」 

  

○宮城野消防署高砂分署・高砂地区婦人防火クラブとの協力により地域全体形の参加が

あり、積極的な意見交換ができました。ＫＩＴゲームを行った「避難所開設準備活動」

の開設準備のイメージについては、全員がイメージでき、感想などから、この体験を

生かし、備えや避難所運営に対す意識化高まる良い機会となりました。 

 

＜参加者から＞ 

・初めての参加で、とても必要性を感じました。 

・「傍観者でいられない」と皆様も意識を持つことができると思います。 

・自分がどのように活動【行動】をしなければいけないのかわかりました。 

・遠慮せず女性の意見を伝えることが大事。 

・より具体的に考えさせる内容であり、大変有意義でした。 

・防災を改めて考える機会となりました。自分でできる事を考え、そなえます。 

・防災意識を高めることができた。町内の女性の皆さんにも、今日のような講座を受け

られたらいいなあと、思いました。 



減災講座を聞いて 
 

仙台青葉区保健福祉センターの家庭健康課に所属する鎌田ひとみさんから熊本地震の

被害状況や避難所で生活がどのようなものだったのかなどのお話を聞いた。 

 熊本地震は大きく分けて二回あった。４月１４日と４月１６日の地震でどちらも震度

７を記録した大きなものだった。その後も余震が続いた。被害は熊本市の東側や並城町

で大きく神社やいたる所で塀が崩れてしまっていた。被害が比較的小さかった熊本市の

西側でも道路が荒れ、瓦が剥がれてしまう被害があった。停電はなかったが水・ガスの

ライフラインが使えなくなった。 

 被害を受けた人たちは、家屋の倒壊等により車中泊をする人や避難所へ避難した人が

多くいた。余震への不安で避難所の外や車中泊を敢えてする人もいたという。しかし車

中泊をするにあたってエコノミー症候群に苦しむ人も少なくなかった。また２回目の大

きな地震により心が折れ、家の片づけをあきらめ避難所等に避難した人もいた。避難所

 
泉区中央市民センター 「泉中央減災講座」 

 

泉中央地域は連合町内会としての防災意識が高く，既に七北田地区と市名坂地区に避難所運営委員会が

あり，学校と連携した防災訓練を実施している。今年度も防災・減災に対する学習機会を設け，自助・互

助・共助・公助を多様な観点から学び合う講座を開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【宮城大学インターンシップ：後藤由信さんのレポートより】 
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仙台市市民センターホームページ掲載「講座レポート」より 

http://www.sendai-shimincenter.jp/izumi/izumichuou/kouza/report/hmmr2n000002de
qu.html 

 

第 1 回「風水害から身を守る」 

 

日 時：平成 29 年 8 月 29 日(火曜日) 10 時 00 分～ 

講 師：仙台市危機管理室減災推進課地域支援係 髙橋雅弥 氏 

 

近年は「台風」や「ゲリラ豪雨」などの被害も甚大であり、記憶の新しいところでは、

平成２７年９月１１日の関東・東北豪雨の被害は、この泉区内でも「床上・床下・道路

の冠水」「七北田川上流部の河川氾濫」などの、大きな爪跡を残しました。また、避難す

るときの注意事項やハザードマップが雨量 135 ミリから 150 ミリで作成され変更にな

ったこと、各種情報の入手方法についても教えて頂きました。 

・避難する際には「３日分だけ コンパクトにまとめて持参する」 

・各種情報を入手するには「テレビはデータ放送（ｄボタン）を活用」「杜の都防災

メール」 

などを活用して、これからの風水害に備えましょう!! 



では車いすを利用する方や体が不自由な方達はトイレに近いところに配慮され、立ち

上がりが辛いという方のために電動ベッドを用意する施設もあった。また情報連絡ボ

ードを利用し情報交換を行った施設もあった。避難所は多い時で４３ヵ所設けられ、

ＪＭＡＴやＤＰＡＴなどの医療チームがそれぞれに分かれ活動した。医療チームの他

に広島市、福島市の派遣職員、地域の役員、教師、学生が援助活動をし、避難所で活

躍をした。 

 熊本地震では東日本大震災に比べスーパー、コンビニ、飲食店などの普及が早かっ

た。それは物の消費が少なく、高速道路の被害が少なく運送ができる状態にあり物流

が良かったからだ。そのためガソリンが不足する事態や食料が不足するという事態が

東日本大震災ほど大きくはならなかった。しかし熊本などの地域では台風の対策とし

て重い瓦を扱っており、また地震災害の経験が東北ほどなかったこともあり建物被害

が東日本大震災のものより大きくなってしまった。 

 今回の講座を聞き、地震に対する対策として事前に対策を行い、避難所などでの連

携がうまくいくようにすることが大事であると分かった。どんなに援助を受けても受

援側がうまく機能しなければ物資の物流もうまく回らない。私は東北などの大きな地

震を多く体験してきた経験を熊本などの地域に講習など行い対策していくことが効果

的だと思った。また普段の地域のコミュニティのつながりがどれほど強いか、それも

災害後に大きく関わると感じた。 
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② 補助避難所 

▶ 指定避難所を補完する施設です。 

▶ 指定避難所に派遣される職員が、巡回などを行います。 

▶ 指定避難所と連携しながら、地域団体を中心に運営します。 

▶ 市がアルファ米などの食料を備蓄しています。 

▶ 防災資機材倉庫を併設している場合は資機材も備蓄しています。 

▶ 支援物資などは指定避難所を介して配送されます。 

（指定避難所からの運搬を地域にお願いすることがあります。） 

（避難所の開設状況や配置状況、避難者数などによっては、 

補助避難所へ直接配送するなどの対応を行います。） 

 

＊ 補助避難所は、指定避難所を補完する施設として、下の囲みのような場合に活用される施設で

あることを基本としています。 

＊ 具体的な開設時期や開設方法などについては、地域、市、施設が事前協議を行い、整理します。 

＊ なお、補助避難所は、指定避難所と連携して運営を行いますので、運営方法や連携について平 

時から話し合いを行っておく必要があります。 

① 指定避難所 

▶ 住民等が発災直後から避難できる施設です。 

▶ 原則として市が避難所担当職員を派遣します。 

▶ 地域団体・避難者・市職員・施設管理者等が協働して運営します。 

▶ 市がアルファ米などの食料や物資を備蓄しています。 

▶ 市の支援物資などが直接配送されます。 

 

＊ 指定避難所は、発災直後から避難できる施設として指定しており、避難の必要がある方は原則

として指定避難所に避難します。 

＊ 地域団体、仙台市、施設が事前に協議を行い、避難所運営に関する役割などをあらかじめ決め

ておきます。 

＊ 指定避難所は、避難所周辺の地域住民が主な避難者となることから、特に地域の中では、避難

した場合の運営方法などについて、平時から話し合いを行っておくことが重要です。 

○補助避難所の活用例 （事前協議によりあらかじめ決めておきます。） 

・指定避難所での生活が困難な方（災害時要援護者など）を受け入れる施設として活用 

・地域の立地条件から指定避難所への避難が困難な方を受け入れる施設として活用 

・指定避難所の収容人員を超えた場合、損壊等により受入れができない場合に活用 など 

２ 基本原則その２ －地域における避難所等と役割－ 

 

コミュニティ・センター 

 

仙台市立小中高等学校など 

 

市民センター 

出典：仙台市避難所運営マニュアル 事前準備解説編 
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指定避難所の備蓄物資 
＊ 目安量は、仙台市の備蓄基準量です。 

品 目 目安量 確認数量（記入） 備 考 

クラッカー 210 食   

ようかん 200 食   

調理不要食 960 食   

アルファ米 1,200 食   

アルファ粥 50 食   

飲料水 800ℓ  500ml×1,600 本 

携帯型簡易トイレ 300 枚   

簡易組立トイレ ５基（洋 3・和 2）   

救急セット 2 セット   

毛布 100 枚   

大型扇風機 4 台   

情報収集用テレビ 1 台   

ホワイトボード 1 台   

テント式プライベートルーム 2 基   

LPG 発電機 3 台   

LED 投光器セット 5 セット  電源コードリール付 

使い捨てカイロ 600 個   

ネックレス型 LED ライト 5 個   

ハンズフリーメガホン 2 台   

災害時多言語シート 1 式  外国語翻訳シート 

避難所運営用品 1 式  腕章・筆記用具・運営ﾏﾆｭｱﾙ等 

災害用電話機セット 1 式   

避難所運営用ベスト 10 枚   

 

市民センター及びコミュニティ・センターの備蓄物資 
 

品 目 目安量 確認数量（記入） 備 考 

クラッカー 70 食   

ようかん 100 食   

アルファ米 200 食   

調理不要食 200 食   

飲料水 200ℓ  500ml×400 本 

LPG 発電機 1 台   

LED 投光器セット 1 台   

災害用携帯型簡易トイレ ３００枚   

石油ストーブ １台   

ネックレス型 LED ライト ２個   

扇風機 １台   

運営用物品ケース １箱   

■ 避難所等の備蓄物資 ■ 
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コミュニティ防災センターの備蓄物資 
* 市民センターやコミュニティ・センターの施設に併設した防災資機材倉庫の備蓄です。（注：地域

の複数の避難所で、共同で活用する資機材です） 

品 名 数 量 確認数量 品 名 数 量 確認数量 

消火器 10 本  ツルハシ 5 丁 ツルハシ 

消火用バケツ 20 個  防水シート 100 枚  

給水用ポリタンク（20ℓ） 5 個  土のう袋 200 枚  

給水用ポリ袋(６ℓ) 100 枚  ナタ 5 丁  

ラジオ付きライト 5 個  ビニールひも 5 個  

カラーコーン 10 個  オイル(４ℓ缶) 2 缶  

コーンバー 5 個  金テコ 3 本  

トラロープ 5 個  サイレン付メガホン 3 個  

救急医療セット 3 式  担架 3 式  

毛布 200 枚  組立水槽（１㎥） 2 式  

保安帽 50 個  炊飯装置 2 式  

鉄杭(パイプ) 40 本  オイルパン 2 個  

鉄杭(丸棒) 40 本  発電機 3 式  

ヘッドキャップ 5 個  テント 2 式  

１０ポンドハンマー 5 丁  金属はしご 2 個  

スコップ 10 丁  リヤカー 1 式  

 

簡易防災資機材倉庫の備蓄物資 
＊ 市民センターやコミュニティ・センター等の敷地内に設置された簡易防災資機材倉庫の備蓄物資

です。（注：地域の複数の避難所で、共同で活用する資機材です） 

品 名 数 量 確認済量 品 名 数 量 確認済量 

給水用ポリ袋（６ℓ） 100 枚  防水シート 100 枚  

ラジオ付きライト 5 個  ナタ 5 丁  

カラーコーン 10 個  サイレン付メガホン 3 個  

コーンバー 5 個  担架 3 式  

トラロープ 5 個  レスキュージャッキ 1 台  

保安帽 50 個  テント 2 式  

１０ポンドハンマー 5 丁  金属はしご 2 個  

スコップ 10 丁  折りたたみ式リヤカー 1 式  

ツルハシ 5 丁  ＬＰＧ発電機セット※ ２式  

ビニールひも 5 個  炊飯装置 ２式  

金テコ 3 本     

※ 区域内に指定避難所、市民センター、コミュニティ・センター等がない地域の紫山、西中山、赤石南、

上谷刈、泉中東に配備。 

 

 

出典：仙台市地域防災計画共通編(平成 30 年 4 月)、仙台市の災害用備蓄物資概要(平成 30 年 4月現在)、

避難所運営マニュアル活動編(平成 25年 4 月)等をもとに生涯学習支援センターにてまとめた 
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